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で
、
後
方
宙
返
り
を
皆
の
前
で
や

っ
て
周
囲
を
驚
か
せ
て
い
た
者
が

い
た
。
傍
か
ら
み
て
い
る
と
曲
芸

師
の
よ
う
で
あ
り
、
今
か
ら
思
う

と
、
こ
う
い
う
子
ど
も
が
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
な
ど
に
向
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
が
、
京
都
の
町
に
は

当
時
、
ス
ケ
ー
ト
場
な
ど
な
か
っ

た
。
本
人
は
冗
談
半
分
で
将
来
は

軽
業
師
に
な
る
の
だ
と
嘯

う
そ
ぶ

い
て
い

た
が
、
暴
走
族
に
な
り
事
故
死
し

て
し
ま
っ
た
▼
昔
、
サ
ー
カ
ス
の

子
ど
も
は
、
孤
児
が
多
か
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
金
を
稼
ぐ
た
め

に
、
孤
児
を
う
ま
く
利
用
し
て
、

芸
を
教
え
込
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
人
さ
ら
い
や
、
ハ
ー
メ
ル
ン

の
笛
吹
き
男
の
伝
説
の
よ
う
な
子

ど
も
の
売
買
は
、
世
界
で
は
今
で

も
起
こ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
▼

さ
て
北
京
で
の
冬
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
閉
幕
し
た
。
大
会
期
間
中
に

は
、
ロ
シ
ア
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
選
手
で
15
歳
の
ワ
リ
エ
ワ
選

手
の
ド
ー
ピ
ン
グ
が
問
題
と
な
っ

た
が
、
華
や
か
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
裏
に
あ
る
薄
汚
い
闇
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
▼
そ
も
そ
も
人

間
は
、
地
上
で
活
動
す
る
動
物
で

あ
り
、
鳥
の
よ
う
に
飛
翔
し
た

り
、
空
中
で
回
転
す
る
動
物
で
は

な
い
。
15
歳
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

代
表
選
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
小
学
生
時
代
か
ら
危
険
な
訓

練
を
繰
り
返
し
て
き
た
の
は
明
ら

か
で
あ
る
▼
昔
の
サ
ー
カ
ス
一
座

で
も
な
い
の
に
、
国
威
発
揚
の
た

め
、
十
分
な
判
断
力
の
な
い
子
ど

も
に
、
人
体
に
影
響
の
あ
る
薬
物

を
飲
ま
せ
て
曲
芸
を
さ
せ
、
一
儲

け
す
る
こ
と
な
ど
言
語
道
断
。
文

明
国
の
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
ギ

リ
シ
ャ
の
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

原
点
に
立
ち
返
る
べ
き
だ
。 （
鼻
）

　

筆
者
が
小
学
校
５

年
生
の
頃
、
同
級
生

に
体
は
小
柄
で
あ
る

が
、
極
め
て
敏
捷

で
、
木
登
り
が
上
手
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研
面
究 ８面診内研より

女性の不定愁訴を見分ける３つの問診

2022年診療報酬改定答申　談話 ３面

２・10国会要請行動
「コロナ禍での負担増中止を」 ２面

「
協
会
は
、
今
後
さ
ら
に
状
況
が

悪
化
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
と

し
て
い
ま
す
」
と
紹
介
。
西
山
理

事
長
が
報
告
で
「
医
療
機
関
の
多

く
が
通
常
の
診
療
に
加
え
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
19
疑
い
患
者
の
診
療
や
経

過
観
察
、
さ
ら
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

当
院
で
は
前
回
の
「
ス
ト
ッ

プ
！
負
担
増
」
署
名
で
、
垂
れ
幕

（
写
真
①
、
今
回
用
）
と
筆
記
用

具
（
写
真
②
）
を
用
意
し
、
受
付

に
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

過
去
に
診
察
室
や
受
付
で
私
や
ス

タ
ッ
フ
が
「
お
願
い
」

し
て
い
た
署
名
数
を
大

き
く
上
回
る
、
３
１
５

筆
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。
そ
こ

で
気
づ
い
た
こ
と
が
３
点
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は
、
以
前
か
ら
引
っ
か

か
っ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、「
住

民
と
と
も
に
地
域
医
療
の
向
上
・

充
実
を
め
ざ
す
」
協
会
の
役
員
と

し
て
は
、
署
名
を
た
だ
書
く
こ
と

を
「
お
願
い
」
す
る
の
で
は
な

く
、
患
者
さ
ん
に
負
担
増
計
画
の

事
実
を
知
ら
せ
、「
そ
れ
は
困

る
！
」
と
い
う
声
を
集
め
て
、
国

会
に
届
け
る
の
が
本
来
の
役
割
で

は
な
い
か
と
い
う
点
で
す
。
待
合

室
に
置
い
て
い
る
用
紙
に
自
発
的

に
署
名
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
賛
成
で
な
い
方
に
「
お
願

い
」
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
あ

り
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、
署
名
数
が
過
去
最

高
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
の

自
身
の
努
力
や
情
熱
が
不
足
し
て

い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
方
法
が

間
違
っ
て
い
た
た
め
、
患
者
さ
ん

の
声
を
吸
い
上
げ
き
れ
な
か
っ
た

ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
い
た
の
に
、

空
回
り
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で

す
。

　

三
つ
目
は
、
明
る
く
前
向
き
に

活
動
し
よ
う
と
い
う
点
で
す
。
今

回
は
、
新
た
な
策
と
し
て
、
署
名

用
紙
を
入
り
口
に
「
暖
簾
」
風

（
写
真
③
）
に
掲
示
し
ま
し
た
。

　

問
題
は
、
こ
の
「
ノ
リ
」
が
患

者
さ
ん
に
通
じ
る
か
で
す
。
署
名

数
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
作
戦

変
更
し
ま
す
。

　

署
名
用
紙
・
署
名
付
き
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・「
垂
れ
幕
」（
横
幅
60

㎝
）
な
ど
を
ご
希
望
の
方
は
、
今
号

同
封
の
注
文
用
紙
で
ご
注
文
く
だ
さ

い
。
垂
れ
幕
の
長
さ
、
内
容
は
希
望

に
応
じ
て
ア
レ
ン
ジ
致
し
ま
す
。
署

名
用
紙
と
返
信
用
封
筒
も
同
封
し
て

い
ま
す
の
で
、
ま
だ
署
名
を
し
て
い

な
い
方
は
、
署
名
の
上
、
協
会
ま
で

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

関
西
テ
レ
ビ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て
、「
濃
厚
接
触
者

や
子
ど
も
の
休
校
な
ど
で
職
員
が

休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
医
療
機

関
は
４
割
と
な
り
、
そ
の
う
ち
の

６
割
で
は
診
療
の
縮
小
や
、
検
査

の
中
止
な
ど
の
影
響
が
出
た
」

　

政
府
は
10
月
か
ら
75
歳
以
上
の

高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
２
倍
と
す

る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
協
会
は

負
担
増
中
止
へ
、「
75
歳
以
上
医

療
費
窓
口
負
担
２
割
化
中
止
を
求

め
る
請
願
署
名
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
協
会
の
西
山
裕
康
理
事
長

が
医
院
で
実
践
し
て
い
る
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
。

「
発
熱
等
診
療
・
検
査
医
療
機

関
」
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
医

療
機
関
も
含
め
て
、
全
体
の
６
割

を
超
え
、
１
日
平
均
で
有
症
状
者

９
・
３
人
な
ど
を
診
察
し
、
通
常

診
療
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
加
わ
り

多
忙
を
極
め
る
と
協
会
が
指
摘
し

た
と
報
道
。
検
査
キ
ッ
ト
の
在
庫

状
況
に
つ
い
て
も
、「
医
科
で
は

２
〜
３
日
分
が
28
・
２
％
、
な
し

10
・
９
％
。
歯
科
の
60
・
４
％
が

『
確
保
で
き
て
い
な
い
』
と
回

答
」
と
、
結
果
に
つ
い
て
詳
細
に

報
道
し
た
。

　

協
会
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
告
会
に

来
場
し
な
か
っ
た
報
道
機
関
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
の
情

報
を
提
供
。
よ
り
多
く
の
マ
ス
コ

ミ
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
、
結
果
の

広
報
を
進
め
て
い
る
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
拡
大

を
受
け
て
協
会
が
実
施
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
対
す
る
第
７
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
前
号
既
報
）
で
は
、
地
域

の
医
療
機
関
へ
深
刻
な
影
響
が
出
る
一
方
、
多
く
の
医
療
機
関
が
新

型
コ
ロ
ナ
疑
い
患
者
を
診
察
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

２
月
16
日
に
は
マ
ス
コ
ミ
向
け
の
報
告
会
を
実
施
し
、
関
西
テ
レ
ビ

と
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
で
結
果
が
報
道
さ
れ
た
。

 

（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
６
面
に
掲
載
）関西テレビが結果報告会の模様を映像で紹介

診
療
所
の
６
割
超
で
コ
ロ
ナ
疑
い
患
者
を

診
察
し
て
い
る
と
赤
旗
が
報
道　
　
　
　

協会のコロナアンケート関テレなどで報道

受
付
に
垂
れ
幕
を
設
置
し
て
署
名
を
呼
び
か
け

垂
れ
幕
の
下
に
署
名
用
紙
を
設
置

パ
ン
フ
で
入
口
を
暖
簾
風
に

75
歳
以
上
負
担
２
倍
化
阻
止
へ

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

垂
れ
幕
と
暖
簾
で

楽
し
く
署
名
集
め

コロナ急拡大で診療所の負担増コロナ急拡大で診療所の負担増

４～５面に
４～５面に
詳細！詳細！

　協会は、2022年度診療報酬改定を受け、毎回好評いた
だいている診療報酬改定研究会（医科・歯科）を、県内
各地の会場とオンラインとで、開催します。今号４・５
面に、会場一覧の地図とオンライン視聴申込用のQRコ
ードを掲載していますので、ご覧ください。会場参加希
望者は、３月上旬にお届けする案内ハガキをお持ちくだ
さい。

診療報酬改定研究会を開催
ぜひご参加を

県内各地で オンラインで

垂
れ
幕
・
グ
ッ
ズ
注
文
は

同
封
の
注
文
用
紙
で

追加のご注文は☎078－393－1807まで

75歳以上窓口負担２割化中止75歳以上窓口負担２割化中止
を求める署名にご協力をを求める署名にご協力を
　協会は、10月から75歳以上の高
齢者の窓口負担を２倍とする政府
方針の中止を求める署名を集めて
います。ぜひご協力ください。

を
行
っ
て
る
た

め
、
多
忙
を
極

め
て
い
る
」
と

発
言
し
て
い
る

様
子
を
Ｖ
Ｔ
Ｒ

で
放
送
し
た
。

　

し
ん
ぶ
ん
赤

旗
は
、「
コ
ロ

ナ
疑
い
患
者
６

割
超
が
『
診

療
』」

と
報

道
。
コ
ロ
ナ
疑

い
患
者
を
診
察

し
て
い
る
の
は

と
い
う
点
で
す
。
つ
ま
り

●①①

●②②

●③③
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◇
出
席　

22
人

◇
情
勢　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
、
自
宅
療
養
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
人
が
全
国
で
26
万

４
８
５
９
人
に
達
し
た
。「
第
５

波
」
に
見
舞
わ
れ
た
昨
年
９
月
の

約
13
万
１
千
人
の
２
倍
を
超
え
過

去
最
多
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
75
歳
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
中

止
」
一
点
患
者
署
名
へ
の
取
り
組

み
方
針
（
目
標
５
万
筆
、
会
員
参

加
率
20
％
）
が
了
承
さ
れ
た
。
①

ラ
ジ
オ
関
西
「
医
療
知
ろ
う
！
」

に
寄
せ
ら
れ
た
リ
ス
ナ
ー
か
ら
の

反
響
、
②
沖
縄
県
保
険
医
協
会
有

志
の
会
か
ら
の
「
名
護
市
長
選
挙

募
金
の
お
礼
」、
③
景
品
付
き
ク

イ
ズ
チ
ラ
シ
「
ク
イ
ズ
で
考
え
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
日
本
の
社
会
保
障

２
０
２
２
」
の
実
施
等
が
確
認
さ

れ
た
。

◇
医
療
活
動　

中
医
協
で
の
資
料

を
用
い
て
、
①
令
和
４
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
特
例

等
に
係
る
対
応
、
②
外
来
診
療
時

の
感
染
防
止
対
策
の
評
価
の
新
設

お
よ
び
感
染
防
止
対
策
加
算
の
見

直
し
、
③
処
方
箋
様
式
の
見
直
し

（
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
）、
④
情
報

通
信
機
器
を
用
い
た
初
診
に
係
る

評
価
の
新
設
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
第
７
回

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
実
施
と
マ

ス
コ
ミ
発
表
（
２
／
16
）
等
が
報

告
さ
れ
た
。

◇
共
済
部　

「
グ
ル
ー
プ
保
険
」

２
０
２
１
年
度
決
算
配
当
が
36
％

に
な
っ
た
こ
と
、「
休
業
保
障
制

度
」
制
度
改
善
が
関
東
財
務
局
に

承
認
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

 

（
２
月
12
日　

理
事
会
よ
り
）

の
疾
患
が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
大

変
な
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
医
療

の
強
化
は
県
が
取
り
組
む
べ
き
問

題
と
感
じ
た
の
で
、
ぜ
ひ
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
た
。

　

一
谷
議
員
は
要
請
に
対
し
、

「
介
護
事
業
経
営
者
と
し
て
、
現

在
の
介
護
報
酬
で
は
大
幅
な
賃
上

げ
は
で
き
な
い
こ
と
は
よ
く
分
か

る
。
厚
労
省
と
経
産
省
が
協
力

し
、
新
し
い
商
品
の
開
発
や
デ
ー

　

税
務
経
営
部
は
２
月
５
日
、
協

会
会
議
室
で
医
院
経
営
研
究
会
・

特
別
研
究
会
「
医
療
機
関
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
」
を
開
催
し
た
。

４
月
か
ら
中
小
事
業
主
に
対
し
て

も
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が

義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
対
応
し
た

も
の
で
、
ト
ー
タ
ル
人
事
・
労
務

オ
フ
ィ
ス
代
表
で
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
嶺
山
洋
子
社
会
保
険
労
務

士
が
講
師
を
務
め
、
26
人
（
会
場

８
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
18
人
）
が
参

加
し
た
。
野
村
医
院
の
笠
井
裕
美

事
務
長
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

舞
わ
れ
た
年
で
し
た
か
ら
、
勤
務

し
て
27
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
入

よ
り
よ
い
職
場
環
境
を
目
指
す
に

は
何
が
必
要
か
、
ヒ
ン
ト
を
求
め

て
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
誰
に
で
も
関

係
の
あ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、「
相
手
の
嫌
が
る
こ
と
は
し

な
い
」
と
い
う
マ
ナ
ー
の
問
題
で

あ
る
こ
と
。
女
性
は
こ
う
あ
る
べ

ト
に
関
し
て
は
、
速
や
か
に

双
方
の
事
情
を
聴
き
、
対
処

す
る
こ
と
。
法
人
と
し
て

「
パ
ワ
ハ
ラ
」
の
取
り
組
み

を
明
確
化
し
て
お
き
、
す
べ

て
の
職
員
に
周
知
し
、
相
談

体
制
を
整
え
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。

　

先
生
の
ご
経
験
を
交
え
な

が
ら
の
３
時
間
の
講
義
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
充

実
し
た
時
間
で
し
た
。

【
尼
崎
市
・
野
村
医
院

 

事
務
長　

笠
井　

裕
美
】

　

盛
山
議
員
は
、「
子
ど
も
が
医

師
や
歯
科
医
師
で
も
あ
り
、
地
域

の
医
療
機
関
の
厳
し
い
実
情
は
理

解
で
き
る
。
知
り
合
い
の
医
師
か

ら
も
、
院
長
や
ス
タ
ッ
フ
、
家
族

に
陽
性
者
が
出
る
と
、
現
場
が
回

ら
ず
、
コ
ロ
ナ
対
応
し
よ
う
に
も

と
て
も
余
裕
が
な
い
と
聞
い
て
い

る
」
と
応
じ
た
。

　

桜
井
議
員
と
の
面
談
に
は
、
相

崎
佐
和
子
県
会
議
員
が
同
席
し

た
。
杉
山
正
隆
保
団
連
理
事
が

「
２
割
化
で
は
患
者
に
と
っ
て
負

担
は
倍
に
な
る
。
高
齢
者
は
複
数

タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
推
進
を
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
」「
産
婦
人
科

医
を
め
ざ
す
医
師
が
少
な
い
問
題

を
国
に
訴
え
て
い
き
た
い
。
な
ぜ

選
ば
な
い
か
、
医
学
部
生
へ
の
調

査
も
検
討
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
資
料

が
あ
れ
ば
提
供
い
た
だ
き
た
い
」

な
ど
と
語
っ
た
。

　

宮
本
議
員
は
、
75
歳
以
上
の
窓

口
負
担
引
き
上
げ
中
止
と
医
療
給

付
費
の
拡
充
に
党
と
し
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
応
じ

た
。
ま
た
、
文
部
科
学
委
員
会
所

属
議
員
と
し
て
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト

の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
し
た
。

　

大
石
議
員
は
、
75
歳
以
上
の
窓

口
負
担
引
き
上
げ
に
つ
い
て
「
負

担
が
倍
に
な
る
の
は
非
常
に
問

題
」
と
紹
介
議
員
を
快
諾
。「
医

療
に
つ
い
て
は
国
会
議
員
に
な
っ

て
か
ら
陳
情
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
、
大
変
勉
強
に
な
っ
て
い
る
」

と
述
べ
、
今
後
も
社
会
保
障
改
善

に
つ
い
て
協
力
し
た
い
と
し
た
。

歯
科
署
名
に
つ
い
て
も
紹
介
議
員

を
快
諾
し
た
。

　

福
島
瑞
穂
参
院
議
員
（
社
民
）

も
、
両
署
名
の
紹
介
議
員
引
き
受

け
を
快
諾
し
た
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
厳
し
く

負
担
増
は
中
止
を

国
会
内
集
会

　

同
日
昼
に
は
、
衆
議
院
議
員
会

館
で
「『
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓

口
負
担
２
割
化
』
は
中
止
を
！
」

国
会
内
集
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場

に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
60

カ
所
・
20
協
会
か
ら
約
１
２
０
人

が
参
加
。
国
会
議
員
７
人
が
駆
け

付
け
た
。

　

集
会
で
は
、
日
本
高
齢
期
運
動

連
絡
会
の
武
市
和
彦
事
務
局
長

が
、
高
齢
者
の
生
の
声
を
紹
介
し

な
が
ら
厳
し
い
生
活
実
態
に
つ
い

て
報
告
し
、
中
止
の
世
論
を
高

め
、
参
議
院
選
挙
で
与
党
を
追
い

込
み
、
引
き
上
げ
を
中
止
し
よ
う

と
訴
え
た
。
中
央
社
保
協
の
前
沢

淑
子
元
事
務
局
次
長
（
消
費
税
を

な
く
す
全
国
の
会
・
事
務
局
長
）

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

の
運
動
の
経
験
か
ら
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
す
べ
て
の
世
代
の
問
題

で
あ
る
と
し
て
運
動
に
取
り
組

み
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
負
担
増
中
止
を
」

２
・
10
国
会
要
請
行
動

盛
山
議
員
ら
５
議
員
へ
訴
え盛

山
議
員
（
写
真
①
左
）、
桜
井
議
員
（
写
真
②
中
央
）、
相
崎
県
議
（
写
真
②
左
）、
一
谷
議
員
（
写
真
③
左
）、
大
石
議
員
（
写
真
④
左
）
に
要
請
す
る
住
江
保
団
連
会
長
（
写
真
①
右
）
と
杉
山
保
団
連
理
事
（
写
真
②
右
）

を創設することなど、自民党改憲案を現実のものとすることです。
　私たちは、国会での改憲発議を許さず、あらゆる戦争に反対し、日本
国憲法を生かして、平和と民主主義を実現するよう求め、署名運動に取
り組みます。
　署名用紙は今号に同封しています。返信用封筒にてご返送ください。
追加注文は☎078－393－1807まで

　岸田政権は、憲法審査会で改憲に向
けた議論を進め、敵基地攻撃能力の保
有なども検討しています。また、防衛
費の対GDP比２％以上を主張するな
ど、自衛隊の軍備拡張を進め、東アジ
アの緊張を高めています。近隣の国と
の軍拡競争は、戦争につながる危険な
道です。
　改憲派は、今年予定されている参議
院選挙で、衆参両院で改憲発議に必要
な３分の２の議席の獲得を目論んでい
ます。改憲派の狙いは、９条に自衛隊
の存在を明記することや緊急事態条項

９
条
改
憲
反
対
を
求
め
る
署
名
用
紙

９条改憲反対署名にご協力ください９条改憲反対署名にご協力ください
生命を守るために、戦争しない未来のために

き
、
部
下
は
こ
う
あ
る
べ
き
と
い

う
「
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
自
分

の
価
値
観
で
測
ら
な
い
こ
と
、
一

緒
に
働
く
仲
間
と
し
て
互
い
を
尊

重
し
、
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、「
パ
ワ

ハ
ラ
未
満
」
を
見
逃
さ
な
い
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

起
き
て
し
ま
っ
た
ハ
ラ
ス
メ
ン

感 想 文

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

誰
に
で
も
関
係
す
る
問
題

医
院
経
営
研
究
会
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

医
院
経
営
研
究
会
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

ハラスメント防止には相手の心を尊重する
ことが大切と語る嶺山社労士（上）　　　

　

こ
れ
以
上
の
患
者
負
担
増
は
中
止
を
―
―
。
協
会
は
２
月
10

日
、「
75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担
２
割
化
中
止
を
求
め
る
請
願

署
名
」「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の

紹
介
議
員
引
き
受
け
、
住
宅
解
体
時
や
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査

・
飛
散
防
止
策
の
強
化
に
つ
い
て
、
兵
庫
県
選
出
国
会
議
員
を
中

心
に
要
請
行
動
を
実
施
。
要
請
に
は
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
の
住
江
憲
勇
会
長
ら
が
同
行
し
、
盛
山
正
仁
（
自

民
）、
桜
井
周
（
立
憲
）、
一
谷
勇
一
郎
（
維
新
）、
宮
本
岳
志

（
共
産
）、
大
石
晃
子
（
れ
い
わ
）
各
衆
院
議
員
と
面
会
し
た
。

●①①

●②②

●③③

●④④

の
一
部
負
担
金
の
引
き

上
げ
は
介
護
負
担
金
の

引
き
上
げ
に
も
つ
な
げ

ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ

る
」
と
75
歳
以
上
の
２

割
化
中
止
な
ど
を
要

請
。
桜
井
議
員
は
要
請

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
両

署
名
の
紹
介
議
員
を
快

諾
し
た
。
相
崎
県
会
議

員
は
、「
立
憲
民
主
党

と
し
て
、
こ
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
学
校
の
ア
ス
ベ
ス

ト
調
査
や
飛
散
防
止
策

職
当
初
は
、
20
人
前
後

の
職
員
で
し
た
が
、
27

年
の
歳
月
で
、
法
人

化
、
介
護
施
設
の
開
設

と
組
織
が
拡
大
し
て
い

く
中
で
、
一
人
ひ
と
り

が
働
き
が
い
を
持
ち
、

　

私
が
現
在
の
職
場
に
入
職
し
た

の
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
見
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歯
科
医
療
機
関
は
長
年
に
わ
た

る
低
医
療
費
政
策
に
よ
り
苦
し
い

経
営
が
続
い
て
き
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
の
院
内
感
染
対
策
経
費

の
増
加
や
、
患
者
の
受
診
控
え
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
厳
し
い
経
営
状

況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
歯
科
医
療

危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
、
協
会

は
１
万
筆
以
上
の
「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」
署
名

を
国
会
に
提
出
、
歯
科
診
療
報
酬

の
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
て
き

た
。
し
か
し
、
今
回
の
歯
科
本
体

　

政
府
は
昨
年
12
月
、
２
０
２
２

年
度
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
率
を

全
体
で
マ
イ
ナ
ス
０
・
94
％
、
本

体
＋
０
・
43
％
（
医
科
＋
０
・
26

％
）、
薬
価
・
材
料
価
格
▲
１
・

37
％
と
発
表
し
た
。
２
０
１
４
年

か
ら
５
回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
前
回
改

定
よ
り
本
体
の
プ
ラ
ス
幅
は
少
な

い
。
本
当
に
必
要
で
あ
る
初
・
再

診
料
や
入
院
料
等
の
基
本
診
療
料

の
引
き
上
げ
は
、
い
っ
さ
い
行
わ

れ
て
い
な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
が
、
日
本
の
医
療
提
供
体

制
の
脆
弱
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た

中
で
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
疲
弊
す
る
医
療
機
関
経
営

の
改
善
や
地
域
医
療
の
充
実
と
逆

行
す
る
も
の
で
あ
り
、
到
底
許
さ

れ
な
い
。

医
療
費
抑
制
狙
う

医
療
費
抑
制
狙
う

リ
フ
ィ
ル
処
方

リ
フ
ィ
ル
処
方

　

医
師
の
診
察
を
省
略
し
、
１
枚

の
処
方
箋
を
反
復
し
て
利
用
で
き

る
「
リ
フ
ィ
ル
処
方
」
を
導
入
す

る
が
、
医
師
が
患
者
の
症
状
変
化

に
適
し
た
処
方
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、
反
対

だ
。

　

政
府
は
「
症
状
が
安
定
し
て
い

る
患
者
に
つ
い
て
、
医
師
の
処
方

に
よ
り
、
医
療
機
関
に
行
か
ず
と

も
、
医
師
及
び
薬
剤
師
の
適
切
な

連
携
の
下
、
一
定
期
間
内
に
処
方

箋
を
反
復
利
用
で
き
る
」
こ
と
で

「
再
診
の
効
率
化
に
つ
な
げ
」
る

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
要
す
る

に
、
医
師
の
診
察
回
数
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
る
医
療
費
抑
制
を
狙
っ

た
も
の
だ
。

　

リ
フ
ィ
ル
処
方
の
活
用
は
、
今

の
と
こ
ろ
医
師
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
次
改
定

で
の
効
果
と
し
て
医
療
費
ベ
ー
ス

で
４
０
０
億
円
以
上
の
医
療
費
削

減
を
見
込
ん
で
お
り
、「
そ
の
効

果
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
」
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
受

診
抑
制
へ
の
「
蟻
の
一
穴
」
に
し

よ
う
と
い
う
政
府
の
思
惑
が
透
け

て
見
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
乗
じ

コ
ロ
ナ
禍
に
乗
じ

オ
ン
ラ
イ
ン
初
診
解
禁

オ
ン
ラ
イ
ン
初
診
解
禁

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
臨
時
的
」
取

り
扱
い
と
さ
れ
て
い
る
初
診
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
、
２
５
１

点
を
付
け
、
本
格
解
禁
す
る
。
同

時
に
従
来
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

料
」（
71
点
）
を
廃
止
し
、
オ
ン

証
が
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
便
乗
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
恒
久
化
は
認

め
る
べ
き
で
な
い
。

不
十
分
な

不
十
分
な

感
染
対
策
評
価

感
染
対
策
評
価

　

「
外
来
感
染
対
策
向
上
加
算
」

（
６
点
）
が
新
設
さ
れ
る
。「
外

来
診
療
時
の
感
染
防
止
対
策
に
係

る
評
価
」
と
の
位
置
付
け
だ
が
、

患
者
１
人
に
つ
き
月
１
回
の
算
定

に
限
ら
れ
る
ほ
か
、「
新
興
感
染

症
の
発
生
時
等
に
、
都
道
府
県
等

の
要
請
を
受
け
て
発
熱
患
者
の
外

来
診
療
等
を
実
施
す
る
体
制
を
有

し
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
公
開
し
て
い

る
」
な
ど
、
施
設
基
準
に
19
項
目

も
の
厳
し
い
要
件
を
求
め
て
い

る
。
基
本
診
療
料
の
据
え
置
き
と

あ
わ
せ
て
、
院
内
で
の
感
染
対
策

に
日
々
労
力
を
注
い
で
い
る
医
療

機
関
の
実
情
と
乖
離
し
た
評
価

だ
。医

薬
品
供
給
不
安
へ
の

医
薬
品
供
給
不
安
へ
の

反
省
な
し

反
省
な
し

　

後
発
医
薬
品
（
Ｇ
Ｅ
）
メ
ー
カ

ー
を
め
ぐ
る
問
題
に
端
を
発
し
て

医
薬
品
供
給
が
不
安
定
化
し
、
こ

れ
ま
で
の
行
き
過
ぎ
た
Ｇ
Ｅ
推
進

策
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
、
反
省
も
な
く
後
発
医
薬
品
使

用
体
制
加
算
に
お
け
る
Ｇ
Ｅ
使
用

数
量
割
合
の
基
準
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
だ
。

診
療
報
酬
で
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
報
酬
で
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
推
進

資
格
確
認
推
進

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
被
保

険
者
証
と
し
て
利
用
す
る
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
」
を

活
用
し
た
場
合
の
「
電
子
的
保
健

医
療
情
報
活
用
加
算
」（
初
診
７

点
、
再
診
４
点
）
が
新
設
さ
れ

る
。
そ
も
そ
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
」
は
、
従
来
か

ら
患
者
の
個
人
情
報
漏
洩
リ
ス
ク

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
責
任

が
医
療
機
関
に
押
し
付
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

診
療
報
酬
を
用
い
て
推
進
す
る
こ

と
は
撤
回
す
べ
き
だ
。

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
制
限

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
制
限

や
保
険
外
し

や
保
険
外
し

　

紹
介
状
な
し
受
診
患
者
へ
の
定

額
負
担
を
引
き
上
げ
対
象
病
院
を

拡
大
す
る
が
、
患
者
の
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
を
い
っ
そ
う
阻
害
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
加
え
て
、
定
額

負
担
を
求
め
る
患
者
の
保
険
給
付

か
ら
一
定
の
点
数
を
控
除
す
る
と

い
う
保
険
外
し
も
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
１
処
方
あ
た
り
の
湿
布

薬
の
上
限
枚
数
も
現
行
の
70
枚
か

ら
、
63
枚
ま
で
さ
ら
に
制
限
さ
れ

る
。

入
院
料
基
準
、

入
院
料
基
準
、

厳
格
化
進
む

厳
格
化
進
む

　

急
性
期
病
床
の
重
症
度
、
医
療

・
看
護
必
要
度
に
お
け
る
「
心
電

図
モ
ニ
タ
ー
」
の
評
価
項
目
が
削

除
さ
れ
、
療
養
病
床
で
は
医
療
区

分
３
の
評
価
項
目
の
う
ち
、「
中

心
静
脈
栄
養
を
実
施
し
て
い
る
状

態
」
の
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も
多
く
の
病
院
へ
の
影
響

が
危
惧
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
病

院
経
営
が
疲
弊
す
る
中
、
入
院
医

療
を
い
っ
そ
う
抑
制
す
る
改
定
は

行
う
べ
き
で
な
い
。

医
療
的
ケ
ア
児
、

医
療
的
ケ
ア
児
、

学
校
等
と
連
携
推
進

学
校
等
と
連
携
推
進

　

保
育
所
や
学
校
等
で
医
療
的
ケ

ア
児
が
安
心
・
安
全
に
生
活
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
と
の
観
点
か
ら
、

主
治
医
と
学
校
医
等
の
連
携
を
推

進
す
る
た
め
診
療
情
報
提
供
料

（
Ⅰ
）
の
情
報
提
供
先
が
拡
大
さ

れ
る
な
ど
、
協
会
要
求
の
一
部
実

現
も
み
ら
れ
た
。

改
定
率
は
前
々
回
、
前
回
を
大
き

く
下
回
る
＋
０
・
29
％
に
留
ま
っ

て
お
り
、
歯
科
医
療
の
充
実
に
は

不
十
分
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
歯
科
医
療

機
関
は
標
準
予
防
策
に
基
づ
く
徹

底
し
た
院
内
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
て
、
歯
科
医
療
を
提
供
し
て
き

た
。
感
染
対
策
費
用
は
コ
ロ
ナ
禍

の
長
期
化
の
中
で
増
加
し
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
感
染
予

防
の
徹
底
に
必
要
と
し
て
新
設
さ

れ
た
歯
科
外
来
等
感
染
症
対
策
実

施
加
算
（
５
点
）
を
昨
年
10
月
に

廃
止
し
た
上
、
今
次
改
定
で
も
感

染
対
策
の
評
価
が
全
く
さ
れ
な
か

っ
た
。

　

さ
ら
に
、
基
本
診
療
料
は
わ
ず

か
３
点
の
「
引
き
上
げ
」
に
留
ま

っ
た
。
歯
周
基
本
治
療
処
置
（
Ｐ

基
処
、
月
１
回
10
点
）
を
廃
止
し

財
源
に
充
て
た
と
い
う
が
、
到
底

引
き
上
げ
と
は
言
え
な
い
。
ま
た

院
内
感
染
対
策
の
研
修
項
目
に
標

準
予
防
策
お
よ
び
新
興
感
染
症
へ

の
対
応
が
追
加
さ
れ
た
。
歯
初
診

の
届
出
廃
止
と
と
も
に
院
内
感
染

防
止
対
策
の
正
当
な
評
価
と
、
基

本
診
療
料
の
大
幅
引
き
上
げ
を
改

め
て
要
求
す
る
。

　

歯
周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ

Ｔ
）
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
Ⅰ
と
Ⅱ

が
統
合
さ
れ
た
が
、
か
か
り
つ
け

歯
科
医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所

（
か
強
診
）
に
は
加
算
点
数
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
Ｃ
ｅ
加
算
も
含

め
一
物
二
価
の
矛
盾
は
解
決
さ
れ

て
い
な
い
。

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
が

新
設
さ
れ
メ
タ
ル
フ
リ
ー
が
広
が

っ
た
が
、
強
度
や
安
定
性
へ
の
疑

問
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
メ

タ
ル
フ
リ
ー
の
非
金
属
と
い
う
特

性
を
踏
ま
え
、
ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
維
持
管
理
料
（
補
管
）
の
対
象

か
ら
外
す
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

金
パ
ラ「
逆
ザ
ヤ
」、歯
科
技

金
パ
ラ「
逆
ザ
ヤ
」、歯
科
技

工
問
題
の
抜
本
的
解
決
を

工
問
題
の
抜
本
的
解
決
を

　

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
問
題
で

は
、
歯
科
用
金
属
価
格
の
随
時
改

定
が
見
直
さ
れ
、
変
動
幅
に
か
か

わ
ら
ず
年
４
回
の
改
定
、
素
材
価

格
の
参
照
期
間
が
改
定
実
施
の
２

カ
月
前
に
前
倒
し
さ
れ
た
。
改
善

は
さ
れ
た
が
、「
逆
ザ
ヤ
」
が
解

消
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

今
回
の
補
綴
技
術
料
の
わ
ず
か

な
引
き
上
げ
で
は
、
歯
科
技
工
所

の
窮
状
を
解
決
で
き
な
い
。
メ
タ

ル
フ
リ
ー
の
新
た
な
導
入
が
さ
れ

た
が
、
小
規
模
歯
科
技
工
所
で
は

高
額
の
設
備
投
資
が
で
き
ず
、
経

営
が
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
歯
科
技
工
所
の
経
営

が
成
り
立
つ
よ
う
、
歯
科
技
工
物

の
保
険
点
数
の
抜
本
的
引
き
上

げ
、
労
働
時
間
と
原
価
計
算
に
基

づ
い
た
点
数
の
制
度
設
計
な
ど
が

求
め
ら
れ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

へ
の
誘
導

へ
の
誘
導

　

基
本
診
療
料
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
評
価
が
新
設
さ
れ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
受
付

業
務
の
煩
雑
化
や
個
人
情
報
の
漏

洩
リ
ス
ク
に
加
え
て
、
多
額
の
導

入
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

発
生
す
る
。

　

さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

や
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
設
置
は
、

患
者
も
医
療
機
関
も
政
府
が
運
営

す
る
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
利
用
規

約
」
に
同
意
し
た
も
の
と
み
な
さ

れ
る
。「
利
用
規
約
」
で
は
、
シ

ス
テ
ム
利
用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
政
府
は
責
任
を
負
わ
な
い

こ
と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

患
者
と
医
療
機
関
が
一
方
的
に
損

害
を
被
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
問
題

が
山
積
み
で
あ
る
。
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
広
く
普
及
す
る
た
め
に
、
政
府

が
診
療
報
酬
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。

一
部
の
施
設
基
準
廃
止
等

一
部
の
施
設
基
準
廃
止
等

運
動
に
よ
り
改
善
実
現

運
動
に
よ
り
改
善
実
現

　

協
会
は
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
要
求
を
も
と
に
、
不
合
理
是
正

を
求
め
て
厚
労
省
要
請
を
繰
り
返

し
て
き
た
が
、
今
回
の
改
定
で
一

部
実
現
さ
れ
た
。

　

う
蝕
多
発
傾
向
者
と
フ
ッ
化
物

洗
口
指
導
加
算
（
Ｆ
洗
）
は
対
象

年
齢
を
拡
大
。
フ
ッ
化
物
歯
面
塗

布
処
置
（
Ｆ
局
）
に
つ
い
て
も
在

宅
等
療
養
患
者
に
限
ら
れ
て
い
た

が
、
65
歳
以
上
の
外
来
患
者
に
拡

大
さ
れ
た
。

　

歯
科
疾
患
管
理
料
の
総
合
医
療

管
理
加
算
の
施
設
基
準
が
廃
止
さ

れ
、
要
件
を
み
た
せ
ば
全
て
の
歯

科
医
療
機
関
で
の
算
定
が
可
能
に

な
っ
た
。
一
方
、
廃
止
を
求
め
て

い
た
歯
科
治
療
時
医
療
管
理
料
の

施
設
基
準
は
残
さ
れ
た
。

　

口
腔
機
能
管
理
料
と
小
児
口
腔

機
能
管
理
料
の
対
象
年
齢
が
拡
大

さ
れ
た
。
協
会
は
生
涯
に
わ
た
る

口
腔
機
能
管
理
を
行
う
上
で
、
歯

科
医
師
の
判
断
で
算
定
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た

が
、
さ
ら
に
指
導
、
管
理
、
訓
練

の
機
能
を
適
正
に
評
価
し
て
引
き

上
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

そ
の
ほ
か
、
在
宅
患
者
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
管
理
料

の
対
象
疾
患
や
対
象
年
齢
の
拡
大

が
な
さ
れ
た
。
処
置
、
手
術
、
検

査
、
画
像
診
断
、
有
床
義
歯
な
ど

で
一
部
点
数
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
。

　

協
会
は
、
今
後
も
歯
科
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
、
不
合
理
是
正
を

求
め
て
、
患
者
窓
口
負
担
の
軽
減

と
あ
わ
せ
て
、「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
」
を
求
め
る
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

2022年度2022年度

診
療
報
酬
改
定
答
申　

談
話

診
療
報
酬
改
定
答
申　

談
話

歯 科

わ
ず
か
０
・
29
％
引
き
上
げ
で
は

歯
科
医
療
を
充
実
で
き
な
い

歯
科
部
会
長　
　

加
藤　

擁
一

研
究
部
長　
　

清
水　

映
二

医 科

コ
ロ
ナ
禍
で
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
を
許
す
な

ラ
イ
ン
再
診
は
対
面
診

察
と
同
じ
73
点
と
な

る
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る

電
話
等
を
用
い
た
オ
ン

ラ
イ
ン
初
診
は
、
２
類

相
当
で
あ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
う
時
限
的
な

も
の
で
あ
り
、
そ
の
効

果
や
リ
ス
ク
な
ど
の
検

　

２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
は
２
月
９
日
、
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申
を
行
っ
た
。
改
定
率
お
よ
び
改
定
内
容

に
対
す
る
医
科
・
歯
科
そ
れ
ぞ
れ
の
談
話
を
掲
載
す
る
。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１９９９号 （４）２０２２年(令和４年)３月５日(毎月３回５・15・25日発行)

〈姫路会場〉3／24（木）16時30分～
姫路市市民会館　大ホール

☎079－284－2800

←国道２号線（西行一方通行）

国道２号線→
（東行一方通行）

好古園
姫路城

交番

御
幸
通
り

御
幸
通
り

大
手
前
通
り

大
手
前
通
り

美術館

ゆうちょ銀行

イーグレひめじ

NHK

至
神
戸

至
岡
山

至
岡
山

姫路医療
センター

姫路市
市民会館

JR姫路

山陽姫路

※JR姫路駅より徒歩約15分

〈神戸会場〉★3／26（土）16時30分～
協会５階会議室（神戸フコク生命海岸通ビル５階）
県農業会館 11階大ホール（配信） ☎078－393－1817

※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、神戸三宮駅より徒歩20分

JR元町駅
阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

鯉
川
筋

大丸神戸店

旧居留地・
大丸駅前

兵庫県
農業会館

至神戸駅 至三ノ宮駅
JR元町駅
阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

大丸神戸店

旧居留地・
大丸駅前

栄町通

国道２号線

至神戸駅 至三ノ宮駅神戸高速鉄道神戸高速鉄道

神戸フコク生命
海岸通ビル

南京町
元町商店街

鯉
川
筋

メ
リ
ケンロ
ー
ド

至花時計前駅

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

兵庫県農業会館（配信）

歯　　　科歯　　　科

医科・入院医科・入院

〈姫路会場〉3／26（土）18時30分～
じばさんびる　９階901会議室

☎090－9258－2002（協会当日連絡先）

じばさんびる

ＪＲ姫路駅

ロータリー

バスターミナル

至
岡
山

姫路城

至
神
戸
・
大
阪

大
手
前
通
り

駅
南
大
路

※JR姫路駅南側すぐ

〈伊丹会場〉３／24（木）19時～
伊丹シティホテル　３階「光輝・光琳」

☎072－777－1111

伊丹飛行場線

阪急伊丹停車場線

産
業
道
路

産業・情報
センター

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅

伊丹アイフォ
ニックホール

美術館

アイホール

阪
急
伊
丹
駅

いたみホール

伊丹シティホテル
※阪急伊丹駅より徒歩６分、JR伊丹駅より徒歩８分

〈明石会場〉3／24（木）19時～
☎078－918－5600

※JR・山陽明石駅より徒歩５分

アスピア明石北館　９階子午線ホール

明石公園明石公園明石公園

ＪＲ明石駅

バスターミナル

一方通行

駅
前
線

三井住友銀行

三菱UFJ銀行

アスピア明石南館

魚の棚商店街

国道２号線

東館
Ｐ入口

山陽明石駅

Ｐ
明石小学校

市営駅前駐車場

アスピア明石北館

〈三田会場〉３／31（木）18時～
キッピーモール　６階多目的ホール

☎079－559－5155

※JR・神鉄三田駅から南へすぐ

商
店
街キッピーモール

三田
市役所

Ｐ

Ｐ
神
戸
電
鉄
三
田
線

神鉄三田駅

ＪＲ三田駅
ＪＲ福知山線

国道176号線

医科 Q＆A医科 Q＆A
☎078－393－1817

４／23（土）15時～
兵庫県農業会館　11階大ホール

※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、　神戸三宮駅より徒歩20分

阪神電車

Ｎ

JR元町駅

阪神元町駅

大丸神戸店 市
役
所

NTT西日本

国道２号線

神戸三宮駅

ト
ア
ロ
ー
ド

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド（
鯉
川
筋
）

兵
庫
県
農
業
会
館

神戸三宮駅阪急電鉄

JR三ノ宮駅

※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、神戸三宮駅より徒歩20分

〈神戸会場②〉★4／３（日）10時30分～
協会５階会議室（神戸フコク生命海岸通ビル５階）

☎078－393－1809

JRJR元町駅元町駅
阪神元町駅阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

ト
ア
ロ
ー
ド

鯉
川
筋

鯉
川
筋

大丸神戸店大丸神戸店

旧居留地旧居留地・
大丸駅前大丸駅前

兵庫県兵庫県
農業会館農業会館

至神戸駅至神戸駅 至三ノ宮駅至三ノ宮駅
JR元町駅
阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

大丸神戸店

旧居留地・
大丸駅前

兵庫県
農業会館

栄町通

国道２号線

至神戸駅 至三ノ宮駅神戸高速鉄道神戸高速鉄道神戸高速鉄道

神戸フコク生命
海岸通ビル

南京町
元町商店街

鯉
川
筋

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド

至花時計前駅

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

歯科・在宅医療歯科・在宅医療

☎078－393－1809

４／３（日）14時～
協会５階会議室（神戸フコク生命海岸通ビル５階）

※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、神戸三宮駅より徒歩20分

JRJR元町駅元町駅
阪神元町駅阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

ト
ア
ロ
ー
ド

鯉
川
筋

鯉
川
筋

大丸神戸店大丸神戸店

旧居留地旧居留地・
大丸駅前大丸駅前

兵庫県兵庫県
農業会館農業会館

至神戸駅至神戸駅 至三ノ宮駅至三ノ宮駅
JR元町駅
阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

大丸神戸店

旧居留地・
大丸駅前

兵庫県
農業会館

栄町通

国道２号線

至神戸駅 至三ノ宮駅神戸高速鉄道神戸高速鉄道神戸高速鉄道

神戸フコク生命
海岸通ビル

南京町
元町商店街

鯉
川
筋

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド

至花時計前駅

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

〈神戸会場①〉3／21（月祝）14時～
神戸文化ホール　中ホール

☎078－351－3535
神大附属病院

中央体育館
神戸文化ホール

高速神戸駅

ハーバー
ランド駅

大倉山駅

湊川神社

大倉山公園
中央図書館

神戸地裁

ＪＲ神
戸駅

※地下鉄大倉山駅徒歩１分、高速神戸駅徒歩８分、神戸駅より徒歩10分

〈尼崎会場〉3／27（日）14時～
都ホテル尼崎　２階「あやめの間」

☎06－6488－7777
尼
崎
郵
便
局

都
ホ
テ
ル

尼
崎ア

ル
カ
イ
ッ
ク

ホ
ー
ル

警
察
署

消
防
局

中
小
企
業

セ
ン
タ
ー

至神戸

阪神本線

尼崎商工会議所

国道２号

至大阪

阪神尼崎駅
※阪神尼崎駅より徒歩６分

〈加古川会場〉3／30（水）19時～
東播磨生活創造センターかこむ　１階講座研修室

☎079－421－1136

ＪＲ加古川駅
交番 サンライズ加古川

加古川ランプ
加古川バイパス

国道２号線
一方通行→

至 姫路 至 神戸

郵便局

りそな
銀行

みなと
銀行

姫路信用金庫

ヤマトヤシキ

プラザホテル

東播磨生活
創造センター
かこむ

※JR加古川駅より徒歩５分。加古川総合庁舎の駐車場は、駐車場台数に限りがあり混
雑が予想されますので、乗り合わせ又は公共交通機関でのご来館にご協力ください。

★印はZoom参加可能★印はZoom参加可能

こちらからこちらから
お申込みくださいお申込みください

〈医科・入院外〉
３／26（土）14時～

〈医科・入院〉
３／26（土）16時30分～

〈歯　科〉
４／３（日）10時30分～

※ 15時～「訪問口腔リハ（仮）」
歯科臨床談話会
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2022年度 2022年度 診療報酬改定診療報酬改定
研究会 会場一覧研究会 会場一覧

医科・入院外医科・入院外

〈伊丹会場〉3／24（木）15時～
伊丹シティホテル　３階「光輝・光琳」

☎072－777－1111

伊丹飛行場線

阪急伊丹停車場線

産
業
道
路

産業・情報
センター

Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅

伊丹アイフォ
ニックホール

美術館

アイホール

阪
急
伊
丹
駅

いたみホール

伊丹シティホテル
※阪急伊丹駅より徒歩６分、JR伊丹駅より徒歩８分

〈明石会場〉3／23（水）14時～
明石商工会議所　７階大ホール

☎078－911－1331

ＪＲ明石駅

バス停

ソフトバンク
銀
座
通
り

らぽす

JR神戸線

国道２号線

山陽明石駅

明
石
小
学
校明石商工会議所

明石公園明石公園
正門正門

山陽電鉄本線

※JR・山陽明石駅より徒歩３分

〈西宮会場〉3／24（木）14時～
西宮市民会館　１階大会議室

☎0798－33－3111

西宮市民会館

阪神西宮駅

西宮
市役所

県立
西宮病院

国道２号

ＪＲ西宮駅

※阪神西宮駅「市役所口」改札北へ徒歩１分、JR西宮駅から西徒歩約10分

〈姫路会場〉3／24（木）14時～
姫路市市民会館　大ホール

☎079－284－2800

←国道２号線（西行一方通行）

国道２号線→
（東行一方通行）

好古園
姫路城

交番

御
幸
通
り

御
幸
通
り

大
手
前
通
り

大
手
前
通
り

美術館

ゆうちょ銀行

イーグレひめじ

NHK

至
神
戸

至
岡
山

至
岡
山

姫路医療
センター

姫路市
市民会館

JR姫路

山陽姫路

※JR姫路駅より徒歩約15分

〈三田会場〉3／26（土）14時～
広野市民センター　多目的ホール

☎079－567－0490

広野市民センター

県
道
92
号

県
道
92
号

J
R
宝
塚
線

武
庫
川

青
野
川

広
野
駅

郵便局

※広野駅より徒歩３分、三田西ICより車で６分

〈豊岡会場〉3／27(日）14時～
日高地区コミュニティセンター　2階６号室

☎0796－42－2023

江原駅江原駅

山
陰
本
線

山
陰
本
線

豊岡市日高
振興局　　
豊岡市日高
振興局　　

日高文化体育館日高文化体育館
県立日高高等学校県立日高高等学校

日高地区コミュ
ニティセンター
日高地区コミュ
ニティセンター

Ｐ

※ＪＲ山陰本線・江原駅より徒歩５分

〈加古川会場〉3／23（水）15時～
東播磨生活創造センターかこむ　１階講座研修室

☎079－421－1136

ＪＲ加古川駅
交番 サンライズ加古川

加古川ランプ
加古川バイパス

国道２号線
一方通行→

至 姫路 至 神戸

郵便局

りそな
銀行

みなと
銀行

姫路信用金庫

ヤマトヤシキ

プラザホテル

東播磨生活
創造センター
かこむ

※JR加古川駅より徒歩５分。駐車場台数に限りがあり混雑が予想されます

〈尼崎会場〉３／26（土）15時～
都ホテル尼崎　２階「あやめの間」

☎06－6488－7777

尼
崎
郵
便
局

都
ホ
テ
ル

尼
崎ア

ル
カ
イ
ッ
ク

ホ
ー
ル

警
察
署

消
防
局

中
小
企
業

セ
ン
タ
ー

至神戸

阪神本線

尼崎商工会議所

国道２号

至大阪

阪神尼崎駅

※阪神尼崎駅より徒歩６分

〈淡路会場〉3／26（土）15時～
淡路市立しづかホール

☎0799－62－2001

88
淡路市立
しづかホール 国道28号

淡路
市役所

至神戸津名一宮Ｉ.Ｃ

神戸淡路鳴門自動車道
至徳島

津名港イオン淡路店

淡路ワールドパーク
ＯＮＯＫＯＲＯ

至
岩
屋

至
洲
本
国道28号国道28号

　別途送付の案内ハガキ（３月初旬発送）
と引き換えに会場で研究会資料（医科『点
数表改定のポイント』、歯科『2022年改定
の要点と解説』）を１部無料でお渡ししま
す。案内ハガキを忘れずに持参ください。
追加は１部医科2,000円、歯科1,000円で
す。同資料は各医療機関宛に別途１部お送
りします（無料）。

〈神戸会場②〉★3／26（土）14時～
協会５階会議室（神戸フコク生命海岸通ビル５階）
県農業会館 11階大ホール（配信） ☎078－393－1817

※ＪＲ・阪神元町駅から南へ徒歩10分、神戸三宮駅より徒歩20分

JR元町駅
阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

鯉
川
筋

大丸神戸店

旧居留地・
大丸駅前

兵庫県
農業会館

至神戸駅 至三ノ宮駅
JR元町駅
阪神元町駅 ト

ア
ロ
ー
ド

大丸神戸店

旧居留地・
大丸駅前

栄町通

国道２号線

至神戸駅 至三ノ宮駅神戸高速鉄道神戸高速鉄道

神戸フコク生命
海岸通ビル

南京町
元町商店街

鯉
川
筋

メ
リ
ケンロ
ー
ド

至花時計前駅

地下
鉄海
岸線

地下
鉄海
岸線

兵庫県農業会館（配信）

〈神戸会場①〉3／24（木）14時～
神戸文化ホール　中ホール

※地下鉄大倉山駅徒歩１分、高速神戸駅徒歩８分、神戸駅より徒歩10分

☎078－351－3535

神大附属病院

中央体育館
神戸文化ホール

高速神戸駅

ハーバー
ランド駅

大倉山駅

湊川神社

大倉山公園
中央図書館

神戸地裁

ＪＲ神
戸駅

〈小野会場〉3／23（水）13時30分～
小野市うるおい交流館エクラ

☎090－9258－2002（協会当日連絡先）

N

大池総合公園

Ｐ
市立図書館

フレッシュバザール
小野黒川店

きらら通り

国
道
175
号
線

旧
175
号
線

小野市うるおい
交流館　エクラ

池
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オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
急

拡
大
で
、
県
内
の
入
院
病
床
や
宿
泊
療
養
施
設
が
逼
迫
し
、
保
健
所

の
対
応
も
限
界
を
迎
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
協
会

は
、
県
内
の
医
療
機
関
の
実
態
を
把
握
し
、
必
要
な
対
応
を
行
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
対
す
る
第

７
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
結
果
の
詳
報
を
掲
載
す
る
。

医
科
診
療
所
の
６
割
超

医
科
診
療
所
の
６
割
超

コ
ロ
ナ
対
応

コ
ロ
ナ
対
応

　

全
医
科
医
療
機
関
の
う
ち
、
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
疑
い
患
者
を
診
療

し
て
い
る
医
療
機
関
は
62
・
６
％

で
あ
っ
た
（
図
１
）。
発
熱
等
診

療
・
検
査
医
療
機
関
が
全
医
科
医

療
機
関
の
う
ち
44
・
７
％
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
全
体
の
約
18
％
の
医

療
機
関
が
、
発
熱
等
診
療
・
検
査

医
療
機
関
の
申
請
を
行
っ
て
い
な

い
も
の
の
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
疑

い
患
者
を
診
療
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
急
速
な
感
染
拡
大
に

よ
り
、
発
熱
等
診
療
・
検
査
医
療

機
関
で
な
く
て
も
、
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
医
療
機
関
が
増
え
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

多
忙
を
極
め
る
医
療
機
関

多
忙
を
極
め
る
医
療
機
関

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
疑
い
患
者
を

診
療
し
て
い
る
医
療
機
関
で
は
１

日
平
均
９
・
３
人
の
有
症
状
者
を

診
療
し
て
い
る
と
回
答
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
疑
い
患
者
の

多
く
は
初
診
患
者
で
あ
り
、
電
話

に
よ
る
来
院
の
指
示
や
本
人
・
濃

厚
接
触
者
の
療
養
方
法
等
の
説

明
、
そ
の
後
の
保
健
所
連
絡
、
Ｈ

Ｅ
Ｒ
―
Ｓ
Ｙ
Ｓ
入
力
等
、
通
常
の

診
療
で
は
必
要
の
な
い
業
務
が
増

え
、
各
医
療
機
関
は
、
多
忙
を
極

め
て
い
る
。

検
査
キ
ッ
ト
の
在
庫

検
査
キ
ッ
ト
の
在
庫

「
ゼ
ロ
」
が
１
割

「
ゼ
ロ
」
が
１
割

　

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
疑
い
患
者
を

診
療
し
て
い
る
医
療
機
関
で
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
77
・
０
％
が
、
抗

原
定
性
検
査
は
76
・
８
％
が
行
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
の
在

庫
状
況
に
つ
い
て
は
、「
10
〜
19

回
分
」
と
の
回
答
が
28
・
２
％
で

最
頻
で
あ
っ
た
（
図
２
）。「
全
く

な
い
」
と
回
答
し
た
医
療
機
関
も

10
・
９
％
あ
っ
た
。

　

検
査
キ
ッ
ト
が
な
け
れ
ば
、
早

期
の
診
断
は
困
難
で
、
治
療
開
始

ま
で
の
期
間
が
長
く
な
り
、
予
後

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
高

い
。
検
査
キ
ッ
ト
の
確
保
は
喫
緊

の
課
題
と
言
え
る
。

　

歯
科
に
お
い
て
は
、
抗
原
定
性

検
査
キ
ッ
ト
が
確
保
で
き
て
い
な

い
医
療
機
関
が
60
・
４
％
に
上
っ

た
（
図
３
）。
歯
科
に
お
い
て
抗

原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
は
、
来
院
者

の
診
断
用
で
は
な
く
、
従
業
員
の

感
染
診
断
あ
る
い
は
出
勤
前
診
断

用
と
思
わ
れ
る
が
、
不
足
か
ら
診

療
体
制
縮
小
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

　

平
日
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
判

明
ま
で
の
期
間
は
、「
当
日
中
」

が
23
・
２
％
、「
翌
日
中
」
が
41

・
１
％
、「
２
日
以
上
」
が
34
・

４
％
と
な
っ
た
。
休
日
等
を
考
慮

す
る
と
さ
ら
に
遅
延
が
推
測
さ
れ

る
。
早
期
の
治
療
（
投
薬
）
に
結

び
つ
け
る
た
め
に
は
、
検
査
結
果

判
明
ま
で
の
さ
ら
な
る
時
間
短
縮

が
必
要
で
あ
る
。

　

検
査
を
行
わ
ず
に
コ
ロ
ナ
陽
性

と
診
断
す
る
「
み
な
し
陽
性
」
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
医
療
機
関
は

33
・
２
％
で
あ
っ
た
。

　

診
断
が
下
さ
れ
て
い
な
い
状
況

は
極
力
ゼ
ロ
に
す
べ
き
だ
が
、
検

査
な
し
で
診
断
す
る
「
み
な
し
陽

性
」
は
、
医
師
の
望
む
と
こ
ろ
で

は
な
く
、
検
査
キ
ッ
ト
不
足
等
、

他
の
社
会
的
な
原
因
に
よ
り
や
む

な
く
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

内
科
の
約
半
数
が
経
過
観
察

内
科
の
約
半
数
が
経
過
観
察

２
割
が
往
診
を
実
施

２
割
が
往
診
を
実
施

　

保
健
所
か
ら
陽
性
者
に
対
す
る

連
絡
は
、
陽
性
判
明
後
ど
れ
く
ら

い
か
か
っ
て
い
る
か
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
当
日
中
」
15
・
１
％
、「
翌

日
中
」
17
・
３
％
、
２
日
以
上
が

42
・
２
％
と
な
っ
た
。

　

リ
ス
ク
が
低
い
と
さ
れ
る
陽
性

者
へ
の
保
健
所
か
ら
の
連
絡
は
、

な
い
か
後
回
し
と
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
患
者
の
状
態
変

化
等
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
よ

り
早
期
の
介
入
が
必
要
で
あ
り
、

現
状
の
体
制
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

保
健
所
や
病
床
の
逼
迫
状
況
を

軽
減
す
る
た
め
、
医
療
機
関
は
さ

ま
ざ
ま
な
協
力
、
努
力
を
行
っ
て

い
る
。
内
科
標
榜
機
関
で
は
46
・

６
％
が
、
経
過
観
察
や
治
療
を
行

っ
て
い
る
（
図
４
）。

　

具
体
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
と

し
て
は
、「
毎
朝
の
電
話
で
の
連

絡
（
病
状
把
握
）」「
電
話
で
症
状

確
認
し
薬
を
配
達
」「
電
話
再

セ
ル
）
の
処
方
に
つ
い
て
は
、
発

熱
等
診
療
・
検
査
医
療
機
関
の
う

ち
、
58
・
７
％
が
す
で
に
登
録

し
、
32
・
２
％
が
処
方
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

４
割
の
診
療
所
で

４
割
の
診
療
所
で

職
員
が
休
業

職
員
が
休
業

　

第
６
波
が
起
こ
っ
た
今
年
に
入

っ
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
に
関
連

し
て
、
休
業
し
た
院
長
や
従
業
員

が
い
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
医
科

に
お
い
て
、
休
業
し
た
従
業
員
が

「
い
る
」
医
療
機
関
の
割
合
は
42

・
６
％
、
歯
科
で
は
41
・
０
％
と

な
っ
た
（
図
５
）。
休
業
で
診
療

へ
の
影
響
が
「
あ
っ
た
」
と
回
答

し
た
医
療
機
関
は
医
科
で
60
・
７

％
、
歯
科
で
76
・
３
％
に
上
り

（
図
６
）、
い
ず
れ
も
影
響
は
甚

大
で
、
特
に
歯
科
に
お
い
て
影
響

は
よ
り
大
き
い
。

　

休
業
の
理
由
は
、
医
科
で
は

「
検
査
陽
性
」
が
21
・
０
％
、

「
そ
の
他
（
濃
厚
接
触
者
や
子
ど

も
の
休
校
な
ど
）」
が
61
・
９

％
、
歯
科
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
25
・

４
％
、
71
・
２
％
で
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
「
そ
の
他
」
が
多
く
、
学

校
の
休
校
や
子
ど
も
や
家
族
の
感

染
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
。

　

具
体
的
な
診
療
へ
の
影
響
と
し

て
は
、「
外
来
業
務
が
回
せ
な

い
」「
電
話
対
応
、
外
来
診
療
の

人
手
が
足
り
ず
、
患
者
さ
ん
の
待

ち
時
間
が
増
え
た
」「
併
設
の
通

所
リ
ハ
ビ
リ
施
設
を
３
日
間
閉

鎖
」「
新
規
患
者
を
ス
ト
ッ
プ
」

「
以
前
勤
め
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
に

連
絡
し
、
急
遽
勤
務
し
て
も
ら
っ

た
」
な
ど
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

困
っ
て
い
る
こ
と
で
は
、
医
科

で
は
、
検
査
キ
ッ
ト
の
不
足
や
陽

性
者
の
経
過
観
察
へ
の
評
価
、
通

常
診
療
・
発
熱
外
来
・
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
多
忙
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

（
表
）、
歯
科
で
は
、
検
査
キ
ッ

ト
不
足
で
濃
厚
接
触
者
の
検
査
が

で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
人
手
不

　

往
診
等
に
つ
い
て
は
、
内
科
標

榜
医
療
機
関
の
う
ち
４
・
９
％
が

「
施
設
へ
の
往
診
」、
11
・
１
％

が
「
自
宅
へ
の
往
診
」、
２
・
３

％
が
「
ど
ち
ら
も
」
実
施
し
て
い

る
と
回
答
し
、
合
計
18
・
３
％
の

医
療
機
関
が
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
自
宅
療
養
、
早
期
の
療

養
解
除
の
増
加
に
よ
り
、
自
宅
等

で
の
診
療
が
よ
り
重
要
と
な
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
在
宅
医
療
の
中

心
で
あ
っ
た
慢
性
期
の
治
療
と
は

異
な
り
、
２
類
相
当
感
染
症
の
初

期
・
急
性
期
治
療
を
在
宅
で
行
う

の
に
は
困
難
が
大
き
い
。

　

セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
が
必
要
な

経
口
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
モ
ル
ヌ
ピ
ラ

ビ
ル
（
商
品
名
ラ
ゲ
ブ
リ
オ
カ
プ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
対
す
る
第
７
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
詳
報

コ
ロ
ナ
診
療
に
見
合
う
補
償
を

アンケート概要

図１　COVID-19疑い患者を診療していますか

図２　抗原定性検査キットの在庫状況
　（抗原定性検査を行っている医療機関）

図３　抗原定性検査キットの在庫状況（歯科）

図４　COVID-19患者の経過観察や治療を
行っていますか（内科標榜医療機関）  　

図５　COVID-19に関連して今年に入って休業した
院長や従業員がいますか 　　　　　

図６　休業で診療への影響はありましたか（休業し
　た院長や従業員がいた医療機関のうち）

表　新型コロナウイルス感染症急拡大で困っていること（医科）

・実施期間　2022年2月9日～2月16日
・対　　象　 協会医科・歯科診療所・クリニック会員　4,455件
　　　　　　（医科＝2994件／歯科＝1461件）
・有効回答　 735件（医科＝591件／歯科＝144件）
　　　　　　（回答率＝16.5％／医科＝19.7％／歯科＝9.9％）
・医科診療所の標榜科

●検査・診断について
　 抗原キットがなくなり発熱外来を休止した。
　  検査試薬が圧倒的に不足し、疑わしくても検査なしで診察。残り５日分

程度。
●経過観察、療養について
　  陽性者に食料提供がない。独居の人は買い物にも行けず困る。医療機関

で陽性者に当面の自宅療養グッズを渡せたらいいと思う。
　  コロナ禍では高齢者施設で救急車を要請しても特に発熱等あるときは対

応してもらえず、完全に見捨てられている印象です。
　  デルタ株に比べ重症化する感覚はない。ほとんどが２、３日で軽快して

いる。２類相当感染症のままで良いのか。
　 検査や診療に時間、人手、経費がかかるわりに診療報酬が不十分。
●診療について
　  発熱患者対応とワクチン個別接種のため、一般診療がスムーズに行えな

い。
　  発熱患者とワクチン予約患者の電話でコールセンターのようになってお

り、一般の患者が診られない。
　  毎日10名近くのPCR（＋）で発生届、患者への連絡、高齢独居者への往

診対応など疲れました。
　 多忙を理由に職員が退職し、さらに多忙となり、皆疲れている。

内　科 小児科 精神科 外　科 整形外科 産婦人科 眼　科 耳鼻咽喉科 皮膚科 泌尿器科 麻酔科 その他

51.6% 8.0% 4.2% 6.4% 10.7% 2.7% 2.5% 3.9% 3.7% 2.4% 0.7% 3.2%

なかった
35.7% あった

60.7%

無回答
3.6%

無回答
3.4%

【医科】

なかった
20.3%

あった
76.3%

【歯科】

いない
57.2%

いる
42.6%

無回答
0.2%

無回答
1.4%

【医科】

いない
57.6%

いる
41.0%

【歯科】

行っていない
43.3%

行っている
46.6%

無回答 10.2%

確保できている
39.6%

確保できて
いない
60.4%

0

5

10

15

20

25

30

全
く
な
い

１
〜
９
回
分

10
〜
19
回
分

20
〜
29
回
分

30
〜
39
回
分

40
〜
49
回
分

50
〜
99
回
分

100
〜
回
分

（％）

10.9

16.2

28.2

15.8

8.8

3.2
7.7

5.6

診療している
62.6%診療していない

36.5%

無回答 0.8%

診
、
必
要
あ
れ

ば
往
診
」「
オ

ン
ラ
イ
ン
診

療
」「
在
宅
酸

素
療
法
導
入
」

「
重
症
リ
ス
ク

の
あ
る
人
や
ラ

ゲ
ブ
リ
オ
投
与

後
の
健
康
観

察
」「
個
室
隔

離
で
血
液
透

析
」
な
ど
、
電

話
で
の
陽
性
患

者
の
病
状
の
確

認
や
投
薬
が
多

い
。

足
、
患
者
の
受
診
抑
制
な

ど
を
訴
え
る
声
が
多
か
っ

た
。

　

第
６
波
の
感
染
者
増
に

よ
り
、
発
熱
等
診
療
・
検

査
医
療
機
関
を
中
心
に
地

域
医
療
提
供
体
制
に
大
き

な
影
響
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
医
療
機
関
の
多
く
が

通
常
診
療
に
加
え
、
疑
い

患
者
の
診
療
や
経
過
観

察
、
さ
ら
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
等
で
、
多
忙
を
極
め
て

い
る
。

　

こ
の
状
況
に
対
し
て

は
、
病
床
の
確
保
や
保
健

所
の
体
制
拡
充
は
当
然
と

し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

疑
い
患
者
を
診
察
す
る
地

域
の
医
療
機
関
へ
の
十
分

な
補
償
が
求
め
ら
れ
る
。
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歯
科
部
会
は
１
月
23
日
、
歯
科

定
例
研
究
会
「
矯
正
歯
科
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用
方
法
に

つ
い
て
〜
３
Ｄ
技
術
の
応
用
と
設

計
〜
」
を
開
催
。
岡
山
県
の
か
な

お
矯
正
・
小
児
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
金
尾
晃
先
生
が
講
演
し
、
35
人

が
参
加
し
た
。
村
上
豪
一
先
生
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

１
月
23
日
に
行
わ
れ
た
金
尾
晃

先
生
の
研
究
会
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
て

岡
山
か
ら
発
信
と
い
う
形
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

前
半
の
お
話
は
小
児
の
矯
正
に

つ
い
て
で
し
た
。
こ
の
中
で
、
生

涯
健
康
的
に
使
え
る
身
体
歯
列
を

作
る
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
、
先
生

が
全
身
を
診
る
診
療
を
さ
れ
て
お

ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
と

同
時
に
、
私
も
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
の
医
院
紹
介
ビ
デ
オ

（
医
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア

ク
セ
ス
可
）
か
ら
、
金
尾
先
生
が

ト
ー
タ
ル
で
医
院
イ
メ
ー
ジ
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ
た
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
小
児

矯
正
専
門
歯
科
を
建
て
ら
れ
た
際

に
、
い
ち
早
く
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

切
り
替
え
を
さ
れ
、
ア
ラ
イ
ナ
ー

矯
正
専
門
歯
科
医
院
を
別
に
立
ち

上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
相
当
の

覚
悟
を
も
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
に
取

り
組
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
で

き
ま
す
。
こ
の
ア
ラ
イ
ナ
ー
矯
正

専
門
歯
科
医
院
の
戦
略
は
、
イ
ン

ビ
ザ
ラ
イ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
既

存
の
ア
ラ
イ
ナ
ー
シ
ス
テ
ム
か
ら

の
卒
業
に
加
え
、
ア
ラ
イ
ナ
ー
の

内
製
化
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

後
半
の
講
義
で
は
、
私
の
想
像

と
や
や
異
な
る
、
労
働
集
約
型
の

ア
ラ
イ
ナ
ー
作
成
法
で
し
た
。
た

だ
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
ま
だ

現
時
点
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く

な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
工
業
用
設
計
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
運
用
も
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
、
バ
ン
ド
を
含
む
装
置
の

作
成
は
フ
ジ
デ
ジ
タ
ル
で
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

金
尾
先
生
は
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
を
い

ち
早
く
導
入
さ
れ
、
ど
う
活
用
す

る
か
大
い
に
悩
ま
れ
た
そ
う
で
す

が
、
海
外
で
知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
さ
れ
、
日
本
が
約
10
年
遅
れ
て

い
る
こ
と
を
痛
感
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、「
イ
ン
ビ
ザ
ラ
イ
ン

導
入
の
可
能
性
が
あ
る
方
に
は
、

ｉ
Ｔ
ｅ
ｒ
ｏ　

１
択
」
と
の
お
話

も
さ
れ
ま
し
た
。
お
話
を
拝
聴
す

る
中
で
、
ア
イ
ラ
イ
ナ
ー
を
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
で
作
製
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
Ｉ
Ｏ
Ｓ
導
入
の
メ
リ

ッ
ト
は
非
常
に
大
き
く
な
る
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

【
西
宮
市
・
歯
科　
村
上　

豪
一
】

感 想 文

矯
正
知
識
を

　

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

マイナンバー
　カードの陥穽
―国家は下心から
 親切を装う―（上）

　

政
府
は
、
大
海
を
自
由
に
泳
い

で
い
る
魚
（
国
民
）
を
２
万
円
の

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
餌
で
釣

り
、
生
け
簀す

に
入
れ
て
管
理
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
す
で
に
こ
の
欺

瞞
に
気
付
い
た
真
の
民
主
主
義
国

た
る
英
国
は
国
会
審
議
の
結
果
、

一
旦
導
入
を
決
め
た
国
民
Ｉ
Ｄ
カ

ー
ド
法
を
、
人
権
侵
害
へ
の
危
険

が
あ
る
こ
と
や
巨
費
が
浪
費
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
廃
止
し

た
。
し
か
し
そ
れ
ほ
ど
ま
で
重
要

な
こ
と
を
、
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
は

国
民
に
十
分
に
知
ら
せ
て
い
な

い
。
ア
ジ
ア
唯
一
の
Ｇ
７
で
あ
る

日
本
で
、
な
ぜ
今
の
自
民
党
政
権

は
急
ぐ
の
か
？

　

筆
者
の
個
人
的
見
解
だ
が
、
今

の
日
本
は
、
国
際
状
況
が
７
世
紀

の
天
智
天
皇
の
時
代
と
似
て
い
る

の
で
あ
る
。
当
時
、
大
陸
に
唐
と

い
う
世
界
最
大
の
大
帝
国
が
で
き

た
。
日
本
は
朝
鮮
半
島
の
新
羅
と

の
関
係
が
悪
く
な
り
、
６
６
３

年
、
白
村
江
の
戦
い
で
唐
・
新
羅

連
合
軍
に
大
敗
し
た
。

　

大
帝
国
唐
は
遠
交
近
攻
策
、
高

句
麗
を
滅
ぼ
し
、
日
本
に
ま
で
攻

め
て
来
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
風

雲
急
を
告
げ
る
。
天
智
天
皇
は
近

江
に
遷
都
し
、
瀬
戸
内
海
に
古
代

山
城
を
設
け
、
大
宰
府
に
水
城
を

築
い
た
。
そ
し
て
６
７
０
年
、
全

国
的
規
模
と
し
て
、
急
遽
日
本
最

古
の
戸
籍
を
作
っ
た
（
庚こ

う

午ご

年ね
ん

籍じ
ゃ
く）。

こ
れ
は
何
の
た
め
か
？　

理
由
は
二
つ
、
徴
税
と
徴
兵
の
た

め
で
あ
る
。
幸
い
唐
で
は
、
安
史

の
乱
や
宦
官
等
の
佞ね

い

臣し
ん

に
よ
り
国

力
が
衰
え
、
日
本
は
元
に
よ
る
文

永
の
役
（
１
２
７
４
年
）
ま
で
攻

め
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
21
世
紀
の
今
日
、
再
び

中
国
が
強
大
化
し
た
。
ア
ヘ
ン
戦

争
の
屈
辱
を
晴
ら
し
、
失
地
回
復

の
た
め
覇
権
国
家
化
し
、
周
辺
の

国
の
安
全
を
脅
か
す
お
そ
れ
も
あ

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用

い
、
病
歴
や
家
族
構
成
等
を
国
家

管
理
す
る
と
、
若
い
健
康
な
男
を

容
易
に
徴
兵
し
や
す
く
な
る
。

　

そ
も
そ
も
戸
籍
制
度
が
あ
る
の

は
、
世
界
で
も
日
本
、
台
湾
、
中

国
に
限
ら
れ
る
。
成
熟
し
た
国
で

あ
る
英
国
を
は
じ
め
と
す
る
西
欧

諸
国
は
、
民
主
主
義
国
と
し
て
、

日
本
の
よ
う
な
国
と
異
な
り
、
国

家
権
力
が
国
民
生
活
に
介
入
し
た

り
、
国
民
の
個
人
情
報
を
国
家
や

企
業
が
管
理
す
る
の
を
嫌
う
。
英

国
は
名
誉
革
命
か
ら
真
の
民
主
主

義
国
家
で
あ
る
。
た
と
え
王
様
で

も
法
の
下
に
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革

命
は
、
市
民
の
血
を
流
し
て
よ
う

や
く
手
に
入
れ
た
民
主
主
義
で
あ

り
、
そ
れ
は
人
類
の
永
い
闘
争
で

得
ら
れ
た
至
宝
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
で
は
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

の
危
険
性
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の

多
く
の
国
は
、
建
前
は
民
主
国
家

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
中
国
も
日

本
も
市
民
革
命
で
血
を
流
し
て
得

て
お
ら
ず
、
真
の
民
主
主
義
で
は

な
く
、
外
国
の
物
真
似
だ
か
ら
で

あ
る
。

　

日
本
は
立
憲
民
主
主
義
を
名
乗

っ
て
い
る
が
、
完
全
な
民
主
主
義

で
は
な
く
、
敗
戦
後
米
国
か
ら
民

主
主
義
を
与
え
ら
れ
た
に
過
ぎ
な

い
。
中
華
帝
国
で
は
春
秋
に
聖
戦

な
し
。
欲
の
深
い
人
間
に
よ
り
繰

り
返
さ
れ
る
易
姓
革
命
で
あ
っ

た
。
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立

も
、
当
時
は
都
市
民
が
少
な
か
っ

た
た
め
農
民
の
反
乱
、
い
わ
ば
巨

大
な
「
百
姓
一
揆
」
で
あ
り
、
イ

ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
市

民
革
命
で
は
な
い
。 
（
つ
づ
く
）

員員

稿稿

会

投

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

阿
佐
美　

実
先
生

姫
路
市　

内
科

12
月
10
日 

享
年
89
歳

前
野　

耕
作
先
生

姫
路
市　

整
外
・
外
科

12
月
20
日 

享
年
81
歳

西
村　
　

豊
先
生

準
会
員　

内
科

12
月
13
日 

享
年
71
歳

小
西　

健
介
先
生

高
砂
市　

歯
科

２
月
４
日 

享
年
80
歳

安
田　

一
朗
先
生

準
会
員　

外
科

２
月
11
日 

享
年
63
歳

明石市　　永本　　浩

オンラインで矯正機器な
どを解説した金尾先生　

協 会の 共済制度

保険医協会の共済制度をおすすめします ☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで

天災やコロナ禍で休診した損害に

８月１日から制度改善 もっといい制度に！
改善① 入院は１日目からお支払い
改善② 自宅療養の免責は３日に短縮

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

次回受付は
４月１日開始！

歯
科
定
例
研
究
会
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大阪市・淀川キリスト教病院　　柴田　綾子先生講演

女性の不定愁訴を見分ける３つの問診

表２　更年期障害の症状表１　月経前症候群の症状　主訴や症状の多い患者を診ると
「不定愁訴か!?」と感じてしまいが
ちです。ここでは、さまざまな症状
を呈する女性疾患において、診断に
近づける三つの問診をご紹介しま
す。日本産科婦人科学会の診療ガイ
ドラインは学会HPにて無料で閲覧
可能です。ぜひご参照ください。

月経前症候群
「生理の前後に体調が悪くなること
はありますか？」
　月経に伴う女性ホルモンの変化に
よって、約70％の女性が、月経前に
心身の不調を感じていますが、生活
に支障を来している場合は、月経前
症 候 群（ PMS：premen s t r u a l 
syndrome）の可能性があります。
PMSは「月経３～10日前にさまざま
な症状が出現し、月経開始後に改善
する」が特徴で、２カ月以上の月経
と症状の記録から臨床診断を行いま
す（表１）。
　女性が多様な症状で来院したら
「生理前に調子が悪く、生理が始ま
ると症状が改善するか」を確認して
ください。毎回月経前に症状が出る
場合、PMSの可能性が高いです。
PMSに対しては、適度な運動、カル
シウム、マグネシウム、ビタミンＢ６

の摂取やサプリメントが推奨されて
います。漢方（当帰芍薬散、加味逍
遙散、桂枝茯苓丸など）、低用量ピ
ル、 抗 う つ 薬（SSRI：selective 
serotonin reuptake inhibitors等）な
どが治療法となります。

更年期障害
「生理の周期に変化や異常はありま
すか？」
　正常な月経の周期は24～38日です
が、閉経が近づいてくると月経不順

が出現します。更年期とは、閉経の
前後５年間（合計10年間）を指し、
閉経とは月経が来なくなって12カ月
経過した時に、１年前にさかのぼっ
て診断します。日本人の平均閉経年
齢は約50歳（50.2±3.24歳）です。
更年期に出現する症状で器質的な原
因がなく、日常生活に支障を来して
いる状態を更年期障害と言います。
　症状はホットフラッシュ（顔のほ
てり、発汗）、動悸、めまい、関節
痛、肩こり、頭痛、腟萎縮、不眠、
イライラ、抑うつ気分などがありま
す（表２）。更年期障害は、月経不
順と症状の問診から臨床診断を行
い、内診や女性ホルモン値の血液検
査は必須ではありません。除外すべ
き疾患として、更年期女性で頻度の
高い甲状腺機能亢進症／低下症、う
つ病、冠動脈疾患があります。
　更年期障害では、体温調節しやす
い服の重ね着と禁煙をお勧めし、カ
フェインを控えることを推奨しま
す。鍼灸、ヨガ、マインドフルネス
は効果があり、肥満の場合は減量に
より症状が改善します。軽症では、
漢方（当帰芍薬散・加味逍遥散・桂
枝茯苓丸・温経湯・女神散・五積散
など）やサプリメント（大豆イソフ
ラボン）を試行し、ホットフラッシ
ュが強い場合はホルモン補充療法を
行います。腟・外陰部症状（灼熱感
や乾燥）には市販の保湿剤や潤滑ゼ

リーが効果がありますが、症状が重
い場合はエストロゲンの腟剤が有効
です。精神心理的症状には、カウン
セリングや認知行動療法、ホルモン
補充療法が効果がありますが、症状
が強い場合には睡眠薬（非ベンゾジ
アゼピン系睡眠薬のエスゾピクロ
ンⓇやゾルピデムⓇ）、抗不安薬、抗
うつ薬が必要になります。

周産期うつ病
「気分の落ち込みや趣味などへの興
味の低下はありますか？」
　日本では、産後の母親が亡くなる
原因の１番が自殺です。日本で産後
１年未満に自殺した母親は２年間で
92名もいました（2016～2017、国立
成育医療研究センター調査）。日本
では、妊娠中や産後の10人に１人に
うつ病が起こっており、妊産婦の不
定愁訴ではうつ病を鑑別に挙げる必
要があります。うつ病は「心の病
気」のため外からは見えません。
Whooley２項目質問表は簡便で、感
度 が 高 く 英 国NICE（ National 
Institute for Health and Clinical 
Excellence）で推奨されています。
　もし周産期うつ病を疑う場合は、
かかりつけの産婦人科や精神科の受
診を推奨します。自殺念慮・希死念
慮がある場合は緊急のため、そのま
ま自宅へ帰宅させずに、必ず精神科
救急へつなぐようにお願いします
（地域の精神科救急情報センターへ
連絡する）。治療は、母親が休息で
きる環境調整（産後ケア施設への宿
泊、里帰り、夜間は家族がミルクや
冷凍母乳を解凍して授乳する等）を
１番に行います。症状が強い場合は

睡眠薬、抗不安薬、抗うつ薬等を使
用します。
〈Whooley２項目質問表〉
１ ．過去１カ月の間に、気分が落ち

込んだり、元気がなくなる、ある
いは絶望的になって、しばしば悩
まされたことがありますか？

２ ．過去１カ月の間に、物事をする
ことに興味あるいは楽しみをほと
んどなくして、しばしば悩まされ
たことがありますか？

＊ どちらか一つ陽性の場合のうつ病
の感度94％、特異度63％

＊注：以前は「産後うつ病」という
名称が使われていましたが、産後だ
けでなく妊娠中に発症するため最近
では「周産期うつ病」という名前に
変わってきています。
（2021年10月９日、診療内容向上研
究会より）

参考文献
・ 日本産科婦人科学会、診療ガイド

ライン2020婦人科外来編
　 https://www.jsog.or.jp/modules/

about/index.php?content_id＝16
・ 日本周産期メンタルヘルス学会、

周産期メンタルヘルスコンセンサ
スガイド2017

　 h t t p : / / p m h g u i d e l i n e . c o m /
consensus_guide/consensus_
guide2017.html

・ 日本精神神経学会、精神疾患を合
併した、或いは合併の可能性のあ
る妊産婦の診療ガイド

　 https://www.jspn.or.jp/modules/
advocacy/index.php?content_id＝
87

身体的症状 精神的症状
腹部膨満 抑うつ
頭痛 怒り・いらだち
関節痛・筋肉痛 不安
乳房緊満・腫脹 混乱
四肢の腫脹・浮腫 引きこもり

・血管運動神経症状
　ホットフラッシュ（のぼせ）、顔のほてり、発汗

・身体症状
　 肩こり、易疲労感、動悸、めまい、手足の冷え、頭痛、腰痛、関
節痛、腟萎縮、頻尿

・精神症状
　不眠、イライラ、不安感、抑うつ

・リスク上昇
　 動脈硬化性疾患、脂質異常症、虚血性心疾患、高血圧、糖尿病、
肥満、骨粗しょう症

知っておきたい相次ぐ法改正知っておきたい相次ぐ法改正
～採用・定着に活かすために～～採用・定着に活かすために～

超高齢化社会における脂質異常症治療の最新知見超高齢化社会における脂質異常症治療の最新知見
日　時　４月16日（土）16時～
会　場　協会５階会議室（Zoom併用）　　会場定員　40人
講　師　 神戸大学大学院医学研究科　内科学講座　循環器内科学分野

　特命教授　石田　達郎先生
参加費　1,000円（会員無料）

来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

来場参加をご希望の方は、☎078－393ー1807まで

薬科部研究会

Zoom参加希望者は、https://onl.la/QNY6887もしくは
右のQRコードからお申し込みください。

●医院経営研究会 ４月例会

Zoom参加希望者は、https://bit.ly/34ZE6YLもしくは
右のQRコードからお申し込みください。

日　時　４月23日（土）14時30分～17時
会　場　協会６階会議室（Zoom併用）
講　師　桂労務社会保険総合事務所　社会保険労務士　桂　好志郎先生
参加費　3000円（医院経営研究会会員は無料）
会場定員　15人（先着順）


